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【当日の観察ポイント・・・野草の冬越しについて】 

植物にとって冬をどう過ごすかは生命を守るために重要なことです。 

今回は初春にどんな姿をしているか、公園内を巡り観察します。 
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ウシハコベ アメリカフウロ 

オランダミミナグサ 

カラスノエンドウ 

キュウリグサ 

 

カントウタンポポ オオイヌノフグリ 

スズメノヤリ 

ヒメオドリコソウ 

 

ヒメマツヨイグサ 

ヨモギ 

 

 

 

  

 大人の        楽校 かんきょう 

第４弾 平和の森公園ネイチャーウォーク 「野草の芽生え」 

ネイチャーガイドの案内で、野草たちの春の目覚めに目と耳を澄ませながら、公園内を歩きます。 

植物たちの営みから、一足早く春を感じてみませんか？ 
 

日時：３月９日（土）10:00～12:00 
★集合場所：平和の森公園展示室「みどりの縁側」 

★案内人：上田志朗（ネイチャーガイド） 

★参加費無料、少雨決行です。 

環境フォーラム改め「大人のかんきょう楽校」として、区内で活動する

環境活動団体のフィールドを訪ね合い、互いの活動への理解を深めると

ともに、大田区全体の環境についての学びを深めています。 

その第４弾として、当会のフィールドに皆さんをお招きします。 

会員の皆さんにもご参加頂き大いに盛り上げて頂きたく、ご案内します♪ 
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♪春は名のみの風の寒さや～♪ 

１月末から２月の活動をご報告します♪ 

 
１月27日消費者生活センターに40余団体が集まり、それぞれの団体の 

活動内容の紹介や体験の場があり、家族連れはもとより大勢の参加で 

大盛況でした。 

私たちはお楽しみショーステージの脇でレースペーパーサシェ作りを提供

しました。子どもたち、特に高校生は斬新なテープ使いでサシェの可能性

を見る思いでした。 

恥ずかしそうにしていた男性も作り始めると図案の構成に腐心して出来

上がりに満足そうでした。また戸惑いがちに参加した高齢者の方たちも 

作り始めると好奇心いっぱいにとても楽しそうでした。 

電動車椅子の方は遠慮がちでしたが、スタッフと一緒に作ったペーパー 

サシェに喜びの笑顔と感謝の言葉をくださいました。 

当日スタッフは、活動内容を紹介しつつ、交代で他団体のブースを廻り、 

スタンプラリーや体操・物つくり・ゲームなど様々な体験をし、とても楽しい

一日でした。（松田孝子） 

 

「ＮＰＯ・区民活動フォーラム」に参加して  1/27(日）消費者生活センター 

 

 

 

新年会員交流会 1/28（月）みどりの縁側 

 

 

 

今年の新年交流会は「防災」がテーマでした。大田区防災

計画担当課の甲斐課長をお招きして、最初に大田区の防

災対策について50分ほどお話を伺い、続いて地域の取り

組み紹介として、みどりの縁側のお隣の大森第五小学校を

学校防災活動拠点として活動されている金澤さんから、毎

月実施されている訓練の話をお聞きました。その後４つの

グループに分かれて、ポリ袋の湯煎で作られたカレーライ

スやハンバーグ、おでんなどでの食事タイム。どれも美味し 

 

 

 

くて、調理してくださったスタッフに感謝！ 

最後にグループ対抗での「防災クイズ」。問題も景品も

防災に関するもので、わいわいがやがやと盛り上がり

ました。 

すべて「防災」に関連づけた今年の新年交流会は、 

日頃忘れがちな震災の意識を新たに持たせてくれ、 

有意義に楽しく終わりました。(大林利恵) 

 

私は「ラミネート」で押し花のしおりを作るお手伝いに参加しました。 

北風の冷たかった前日とは違い、とても暖かな日差しに恵まれた中、しおり作りのコーナー

には若い親子連れが何人もやってきて自分好みの紙やリボンを選んでいました。素材を前

にしてじっくり考える人、ほんの数分で作り上げる人などさまざま。 

ラミネートされ、できあがったしおりの美しさ

に思わず「わぁ！」と歓声が上がります。 

若いお母さんには押し花の大変さを知って

いただき、エコに関してほんの

少しでも感じてもらえたようで、

楽しんで帰って行かれたのが

何よりでした。（吉野ミエコ） 

第18回「エコフェスタワンダーランド」に参加して ２/３(日）大田区立大森第五小学校 
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大人のかんきょう楽校 第３弾 

「西嶺町ウォーキング：街並み遺産と呼びたい梅の里」 ２/17（日） 

 

  

 

 

多摩川駅からスタートして浅間神社から多摩川を 

一望し、六郷用水復元水路を歩くこと小１時間。 

循環水と聞いても鯉やカワニナの生息する清流に心が洗われます。 

そして、そしてです！国分寺崖線を上がって西嶺町へ入ると、そこは  

昔の歴史環境をそのまま遺す隠れ里の出現です。 

かやぶき屋根の家が在ったりする中に、咲き初めたお屋敷

梅が大樹の陰影に映える様はまるで一幅の絵画。 

大田区って、広い！感動してしまいました。（田ノ倉美保子） 

事業検討会 ２/14（木） micsおおた教室   

 

 

 

平成31年度に向けての事業計画について、

約20名の会員が参加して検討会が開かれ

ました。 

新たな事業の提案、これまでの事業の見直

し、経験に基づいて工夫された事業の提案

などがされました。検討会では、大変熱心に

前向きな意見が 

前向きな意見が出されて、新年度に向け 

意欲が高められた会になりました。一部の

提案は３月の運営委員会で再検討すること

になりました。最終的には６月９日の総会で

すべての事業計画が正式に承認されること

になります。（荻野博子） 

せせらぎ園芸セミナー 

「東アジアの植物記 –その２-」～サクラソウのはるかなる旅路～ 講師：小杉 波留夫氏 ２/３（日）  

 

 

 

 

春を告げる花プリムラの仲間（サクラソウ属）はラテン語

の“primos”（第一の、最初の）を語源とし、早春に咲く

最初の花。日本では桜の花に因み、中国では文字通り「報

春花」と書きます。 

世界に自生するサクラソウ属の多くはヒマラヤ山脈と中国横

断山脈が重なる地域に膨大な自生地があり、サクラソウ属は

この地で生まれ、動物や鳥の種子散布により北半球のユーラ

シア東西に分布を広げたと考えられます。 

中国雲南省の面積は39万4100㎢と、日本の面積より広く、南

部の低地は亜熱帯性気候、北部の高山地帯は亜寒帯性気

候に入る広大な土地です。プリムラの仲間は、変化に富んだ

気候区分と標高によって様々な種が住み分けています。しか

し、どのサクラソウも乾いた場所には自生 せず、 

日本にも自生地はあります。関東地方では田島が原（埼玉

県、荒川河畔）、日光中禅寺湖千手ヶ浜（クリンソウの群落）、

日光戦場ヶ原、その他青森県八幡平などです。 しかし環境

の変化などで年々個体数が減少していくのは残念です。 

せず、いつも湿っている環境を好みます。 

日本にも自生地はあります。関東地方では田島ケ原（さいた

ま市、荒川河畔）、日光中禅寺湖千手ヶ浜（クリンソウの群

落）、日光戦場ヶ原、その他八幡平（岩手・秋田県境）などで

す。しかし環境の変化などで年々個体数が減少していくのは

残念です。 

最後に、今回の講演の中で最も印象に残ったのは、東アジ

アで生まれ育った様々な花色のサクラソウが、西端のヨーロ

ッパに旅したサクラソウは黄色が基本であり、東に旅したサ

クラソウはピンクが基本で、日本に黄色の自生種はないとの

こと。できれば雲南省に見に行きたいと思ったのは、参加者 

皆の気持ちではないかと思いました。（谷文枝） 

 

黄色のサクラソウ 
ピンクのサクラソウ 

東へ 西へ 

中国横断山脈 雲南 玉龍雪山 
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＜今月の会員だよりの同封物＞  

◆活動カレンダー ◆「みどりの縁側」だより  

◆せせらぎセミナーチラシ ◆バス研修チラシ 

◆野草観察会案内チラシ 

（以下は会員のみに配布） 

◆活動アンケート ◆ボランティア保険のご案内 

◆「みどりの縁側」３月スタッフシフト表    

  

 みどりの縁側・今月の活動  

 

 

 
昔から日本では、年の初めに「若菜摘み」という

雪の間から芽を出した草を摘む風習があり、これ

が春の七草の原点とされています。 

春の若菜の中でも代表的な７種を選んだものを

「春の七草」と言い、これらの入ったお粥を七草

粥と呼びます。 

春の七草のうちの５種は、右の写真にも

あるように現在 では名称が変わっていま

す。「スズナ」、「スズシロ」と言われるより

「カブ」、「ダイコン」と聞 くと一気に身近な

ものに感じられますね。  

最近は減ってきているかもしれませんが、

かつては新春の１月 ７日に七草粥を食べ

ていたという方もたくさんいらっしゃることで

しょう。実は、七草 をすべて合わせると約

12種類の薬膳効果があり、含 まれるビタ

ミン・ミネラルは約 ７種類もあるのだそうで

す。なにかと食べ過ぎやすいお正月という

時期 、また冬 という風邪の多い季節には

うってつけの食材というわけです。  

（インターネット「春の七草 」参照 ）  

 

◆ネイチャーウォーク 

「春の七草」  ２/２（土） 

 

※ご協力いただける方は活動アンケートに ○をつけて提出して

ください。多くの方の参加をお待ちしています。 

スタッフ募集のご案内 

 

日時：３月３１日（日）９時集合～１６時 

会場：大田区民プラザ 

内容：レースペーパーサシェを作ろう♪ 
※室内でのイベントです。多くの皆さんの参加を 
よろしくお願いいたします。（担当：堀﨑） 

 

 

 日時： ３月６日（水）９時（集合時間）～１７時 

会場：大田区産業プラザ PiO ４F 

コンベンションホール  

内容：説明会の参加者の受付業務や、会場への誘導 

   をお手伝い頂きます。たくさんの方のご参加を 

よろしくお願いします！（担当：内田） 

 

日時：３月２３日（土）９時３０分集合 

会場：大岡山駅前広場 

内容：地域の小中学生の箱庭づくりのお手伝い。

終了～片付け後、１３時前に終了予定。 

※地域の皆さんと一緒にお手入れを続けている 

駅前花壇も見てくださいネ！（担当：牧野） 

 

 
 

★ボランティア保険のご案内を同封します。 

所属するボランティア団体が複数ある場合、どこ

か一団体で加入していれば他の活動でも適用さ

れますので、他のボランティア団体で加入済みの

方は、必ず活動アンケート用紙にて事務局まで 

お申し出ください。 

★日本フラワー&ガーデンショウ招待券のご案内 

４月１９～２１日にパシフィコ横浜にて開催されます

表題のイベントの招待券が届いています。必要な方

は事務局にご連絡の上、取りに来てください。 

 


